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※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

高齢化が進展しているが、私たちは高齢化の問題点のひとつである、「地域コミュニティの弱体化」という点が気になった。ここで地

域コミュニティを今後強化していくために、私たちにとって最も身近である「大学」を利用できないかと考えた。地域の大学生との交

流を通して地域コミュニティを強化する。そのためには異世代間の交流を活発にする必要がある。また、高齢者側も「退職後の生

きがいの喪失」といった不安も抱えており、「学習」を新たな生きがいにし充実したセカンドライフを「大学」で創出できないかと考え、

「大学×高齢者」の新たな教育制度を提案する。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

高齢者向けの大学での授業展開としては、まず一つの前例として「立教セカンドステージ大学」という高齢者のみが入学できる一

年制の大学がある。カリキュラム内での授業展開から高齢者がどのような授業を求めているのかをある程度把握できた。しかしセカ

ンドステージ大学は「高齢者向けの大学」であるため異世代間の交流が少なく、私たちが求める授業展開ではなかった。 

またもう一つの前例として、横浜市立大学での取り組みのひとつに「科目等履修生制度」がある。これは「科目等履修生」として、

横浜市立大学が定めた対象履修科目を２０単位以内の科目を履修できる制度である。この制度は、一般入学生と同じように

講義を受け、条件を満たせば学位獲得もできる。講義も横浜市大生と同じように履修できグループワークなどもともに行うという点

では私たちの求める授業展開であったが、入学するために多くの書類が必要であるなどの手間がかかってしまう。また同大学の取り

組みとして「エクステンション講座」というものがある。これは、一般の人も申し込みをし、受講料を支払えば講座を受講できる。申し

込みは電話やウェブサイトで行えるため手間はかからないが、大学生や 10 代の申込者数はほとんどいないため、私たちの目的で

ある「異世代間の交流」は図れない。 

３．研究テーマの課題 

高齢化の進展の伴う「地域コミュニティの弱体化」、「退職後の生きがいの喪失」といった問題に着目した。 



４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

エクステンション講座で人気のある分野に似た横浜市立大学の履修科目を高齢者も自由に受講できる制度を組み立てることに

した。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

高齢者が興味を持つ分野を把握するために、横浜市立大学が地域貢献の一環として開講するエクステンション講座（公開講

座）の受講者状況のデータの分析を行った。 

６．結果や今後の取り組み 

エクステンション講座のデータの分析から３つの講座の中で、教養系の講座が高齢者の割合が高いと分かった。その分析をもとに、

人気の講座を、横浜市立大学のそれらに類似する通常の講義の中で、高齢者と学生がともに学ぶことができないかという提案し

たが、今後はこの提案の、より具体的な実現可能性の検証を進めたい。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となります。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 
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